
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て

女
性
・
男
性
が
と
も
に
歩
む
町
づ
く
り

もし、女だから、男だから、とい
う理由だけで、したいことができ
なかったり、特定の仕事や役割
が偏っているとしたら…。社会の
しくみを見直す必要があります。
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   男女共同参画社会の定義

男女が、社会の対等な構成員として、自らの意
思によって社会のあらゆる分野における活動に
参画する機会が確保され、もって男女が均等
に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を
享受することができ、かつ、共に責任を担うべ
き社会。（男女共同参画社会基本法 第２条から）

　男女共同参画社会基本法

平成11年６月に公布・施行され、男女共同参画
社会を実現するための５つの基本理念を定め、国、
地方公共団体、国民の責務を明らかにしています。

❶ 男女の人権の尊重
男女の個人としての尊厳を重んじ、男女の差別を
なくし、男性も女性もひとりの人間として能力を発
揮できる機会を確保する必要があります。

❷ 社会における制度または慣行についての配慮
固定的な役割分担意識にとらわれず、男女が様々
な活動ができるよう、社会の制度や慣行の在り方
を考える必要があります。

❸ 政策等の立案および決定への共同参画
男女が、社会の対等なパートナーとして、いろい
ろな方針の決定に参画できる機会を確保する必要
があります。

❹ 家庭生活における活動と他の活動の両立
男女が対等な家族の構成員として、互いに協力し、
社会の支援も受け、家族としての役割を果たしな
がら、仕事をしたり、学習したり、地域活動ができ
るようにする必要があります。

❺ 国際的協調
男女共同参画社会づくりのために、国際社会と共
に歩むことも大切です。他の国々や国際機 関とも
相互に協力して取り組む必要があります。 

女だから？

人間らしさを学んだ

男だから？
女性も男性も自分の意思で社会に
参画し、やさしく支え合い、喜びも
責任も分かち合う。そんな社会づ
くりが、みんなの幸せにつながって
いくと、わたしたちは考えます。

金田小５年公開授業

支えあい 認めあい すてきに生きる
第１回 福智町男女共同参画講座

　男女が互いにその人権を尊重しつつ、喜びも責
任も分かち合い、性別にかかわりなくその個性と能
力を発揮することができることを目指した「男女共
同参画社会」。その実現に向けた第一歩にするため、
福智町では初めての講演となる「第１回福智町男
女共同参画講座」を次のとおり開催します。

問 福智町役場企画課 企画係   ☎ 22-7766 

１月21日日
14:00～16:00

日時

福智町公民館 金田分館
２階ホール（平成筑豊鉄道金田駅裏）
託児が必要なかたは事前にご連絡ください。

会場

内容
14:00 ～【報告会】
2006 年度福岡県女性海外研修事業
「女性研修の翼」参加者報告会
報告者：山尾勝子さん（上野）
　　　　市川英子さん（伊方）

14:30 ～【講演】
「支えあい 認めあい すてきに生きる」
～女性たちのネットワークを目指して～

                             ● 講師
福岡県男女共同参画センター
　　　　「あすばる」館長

　　　中嶋  玲子さん
（財）福岡県女性財団副理事長
旧杷木町前町長

文
部
科
学
省
研
究
指
定
「
国

語
力
向
上
モ
デ
ル
事
業
」

の
委
嘱
を
平
成
17
年
度
か
ら
受
け

て
い
る
金
田
小
学
校
（
原
田
宏
志

校
長
・
児
童
数
５
１
８
人
）。「
確

か
な
表
現
力
を
育
て
る
『
書
く
こ

と
』
の
学
習
指
導
の
研
究
」
を
テ

ー
マ
に
研
究
を
進
め
、
11
月
24
日

に
行
わ
れ
た
公
開
授
業
で
は
、
多

数
の
学
校
関
係
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
５
年
生
の
取
り
組
み

「
あ
な
た
男
で
し
ょ
！  

君
、
女
だ

ろ
！
」
〜
「
男
ら
し
さ
・
女
ら
し
さ
」

に
つ
い
て
意
見
す
る
〜
で
は
、
男

女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た
取
り

組
み
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
よ
う
な

ま
し
た
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、

そ
れ
が
「
人
間
ら
し
さ
」
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
子
ど
も
た
ち

は
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
授
業
で
は
、
ほ
か
に
も
４

つ
の
テ
ー
マ
を
設
け
、
児
童
た
ち

は
住
民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
は
じ

め
、
本
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

情
報
を
自
分
の
意
見
の
参
考
に
し

な
が
ら
理
解
を
深
め
、
最
後
に
作

文
で
そ
の
思
い
を
表
現
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
金
田
小
５
年
生

の
授
業
で
見
ら
れ
た
、
男
性
・
女

性
の
「
ら
し
さ
」
を
認
め
合
い
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
ひ
と
り
の

人
間
」
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
社
会

づ
く
り
の
視
点
は
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
お
い
て
、
と
て

も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

福
智
町
で
は
「
少
子
高
齢
化
の

急
速
な
進
展
」「
子
ど
も
を
安
心

し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
の
実
現
」「
個
の
人
権
が
性

別
に
関
係
な
く
平
等
に
尊
重
さ
れ

る
社
会
の
確
立
」
な
ど
、
現
代
社

会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
課
題
を
踏

ま
え
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
た
第
一
歩
と
し
て
「
第

１
回
福
智
町
男
女
共
同
参
画
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
授
業
は
「
男
の
子
は
い
い

よ
ね
」「
女
の
子
は
恵
ま
れ
て
る
」

と
い
っ
た
異
性
に
対
す
る
感
情
に

着
目
し
、
そ
の
こ
と
は
互
い
の
尊

敬
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
い
が
み
合
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
… 
と
い
う
切
り
口
か

ら
子
ど
も
た
ち
の
提
案
を
主
体

に
展
開
。
男
と
し
て
、
女
と
し
て

の
「
良
さ
」「
す
ば
ら
し
さ
」
な

ど
の
人
間
の
「
徳
」
に
つ
な
が
る

部
分
を
見
い
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「
ら
し
さ
」
を
生
か
し
な
が
ら
「
良

さ
」
へ
と
向
か
わ
せ
る
べ
き
だ
と

い
う
方
向
に
討
論
が
進
ん
で
い
き
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